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(57)【要約】
【課題】部品点数の削減化、構成の簡素化を図り、また
、レンズに対する撮像素子の位置決めの自由度を大きく
確保でき、小型化、コストダウンを図る上で有利な撮像
装置を提供する。
【解決手段】筐体１２は前ケース２０と後ケース２２と
が着脱可能に結合されて構成され、前ケース２０にはレ
ンズ１４が配設されている。レンズ１４は、その外周面
を、鏡筒部２４の内周面に係合することで光軸と直交す
る方向の位置決めがなされて配設される。レンズカバー
２８の雌ねじ２８０２を鏡筒部２４の雄ねじ２１１４に
螺合することにより、レンズカバー２８の当接部２８Ｂ
と鏡筒部２４の当接面２４０８との間でレンズ１４が挟
まれて保持される。撮像素子１６が搭載された第１基板
１８Ａが前ケース２０の支持壁２０１０の後端面２０１
０Ａに接着剤３２で取着される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外装を構成する筐体と、
　前記筐体の前部に組み込まれ撮影光学系を構成するレンズと、
　前記筐体の内部に設けられ前記撮影光学系によって導かれた被写体像を撮像する撮像素
子と、
　前記筐体の内部に配設され前記撮像素子が搭載されたプリント配線基板と、
　を含んで構成される撮像装置であって、
　前記レンズの外周面にがたつくことなく該外周面に係合する内周面と、前記レンズが後
方に向いた端面に当接可能な当接面とを有する鏡筒部が、前記筐体の前部に前記筐体と一
体に設けられ、
　前記鏡筒部に収容されたレンズの前方を向いた面を後方に押圧し前記当接面との間で前
記レンズを挟んで保持する環状のレンズカバーが、前記鏡筒部の前部に着脱可能に設けら
れ、
　前記鏡筒部の後端の半径方向外側で前記筐体の内部の箇所に、支持壁が後方に向けて突
設され、
　前記プリント配線基板は、前記支持壁に接着剤で取着されている、
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記支持壁は、前記鏡筒部の後端を挟んだ２箇所にそれぞれ設けられている、
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記支持壁の後部は、前記撮影光学系の光軸と直交する平面上を延在する後端面を有し
、
　前記プリント配線基板は、前記後端面に接着剤で取着されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記筐体は、前ケースの後端と、後ケースの前端とが着脱可能に結合されることで構成
され、
　前記鏡筒部と前記支持壁は前記前ケースと一体に設けられ、
　前記支持壁の後端に前記プリント配線基板が接着剤で取着され、
　前記支持壁の後端は、前記前ケースの後端よりも後方に突出している、
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記レンズの部分の全周にわたって延在するシール材が設けられ、
　前記レンズカバーにより前記レンズが前記鏡筒部に保持された状態で、前記シール材は
前後方向において圧縮される、
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記プリント配線基板は、前記レンズによって導かれた前記被写体像が前記撮像素子の
撮像面の中央に結像されるように前記レンズの光軸方向および光軸と直交する方向に位置
調整された状態で取着されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記レンズは単一でありガラス製である、
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記レンズは複数であり、
　前記複数のレンズのうち、最も前方に位置するレンズがガラス製である、
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
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【請求項９】
　前記レンズカバーは、前記鏡筒部の前部外周の雄ねじに螺合する雌ねじを有する筒部と
、前記筒部の前端に形成され前方を向いた前記レンズの前面の外周面に当接する環板状の
当接部とを備えている、
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳイメージセンサなどの撮像素子を用いた撮像装置が提
供されている。
　このような撮像装置は、デジタルスチルカメラやビデオカメラとして用いられる他、自
動車の車体の外部や車室内に取り付けられる自動車搭載用カメラとして、あるいは、屋外
の監視カメラとして用いられる。
　自動車搭載用カメラあるいは監視カメラとして用いられる撮像装置は、多くの場合、外
装を構成する筐体と、筐体に組み込まれた鏡筒と、鏡筒に組み込まれ撮影光学系を構成す
るレンズと、筐体の内部に設けられ撮影光学系によって導かれた被写体像を撮像する撮像
素子とを含んで構成されている（特許文献１参照）。
　この特許文献１の撮像装置１０´は、図４に示すように、外装を構成する筐体５０と、
筐体５０に組み込まれた鏡筒５２と、鏡筒５２に組み込まれ撮影光学系を構成するレンズ
５４と、筐体５０の内部に設けられ撮影光学系によって導かれた被写体像を撮像する撮像
素子５６と、鏡筒５２の前部に螺合されレンズ５４を鏡筒５２に固定するレンズカバー５
８とを含んでいる。
　また、撮像素子５６が実装されたプリント配線基板６４が筐体５０にねじ止めされてい
る。
　また、撮像装置１０´の組み立て時においてレンズ５４と撮像素子５６との距離を調整
するため、鏡筒５２に設けた雄ねじ５２０２を筐体５０に設けた雌ねじ５００２に螺合し
て結合する。
　また、防水性を確保するため、レンズ５４と鏡筒５２との間に第１のＯリング６０を設
けるとともに、鏡筒５２と筐体５０との間にも第２のＯリング６２を設けている。
【特許文献１】特開２００５－２６６２７６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、従来の撮像装置１０´は筐体５０と鏡筒５２とを個別に有するため、部品
点数が多くなり構成が複雑となる不具合があった。
　また、従来の撮像装置１０´では、プリント配線基板６４が筐体５０にねじ止めされ、
撮像素子５６が筐体５０に対して固定されている。
　そのため、レンズ５４と撮像素子５６との距離調整を行う場合、鏡筒５２を回転させ鏡
筒５２の雄ねじ５２０２を筐体５０の雌ねじ５００２に螺合して行わなければならず、レ
ンズ５４に対する撮像素子５６の位置決めの自由度が少ない不具合があった。
　また、従来の撮像装置１０´は筐体５０と鏡筒５２とを個別に有するため、防水性を図
るためには、レンズ５４と鏡筒５２との間と、鏡筒５２と筐体５０との間の双方に第１、
第２のＯリング６０、６２を設けなくてならず、構成が複雑となっている。
　本発明はこのような事情に鑑みなされたものであり、本発明の目的は、部品点数の削減
化、構成の簡素化を図り、また、レンズに対する撮像素子の位置決めの自由度を大きく確
保でき、小型化、コストダウンを図る上で有利な撮像装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００４】
　上述の目的を達成するため、本発明は、外装を構成する筐体と、前記筐体の前部に組み
込まれ撮影光学系を構成するレンズと、前記筐体の内部に設けられ前記撮影光学系によっ
て導かれた被写体像を撮像する撮像素子と、前記筐体の内部に配設され前記撮像素子が搭
載されたプリント配線基板とを含んで構成される撮像装置であって、前記レンズの外周面
にがたつくことなく該外周面に係合する内周面と、前記レンズが後方に向いた端面に当接
可能な当接面とを有する鏡筒部が、前記筐体の前部に前記筐体と一体に設けられ、前記鏡
筒部に収容されたレンズの前方を向いた面を後方に押圧し前記当接面との間で前記レンズ
を挟んで保持する環状のレンズカバーが、前記鏡筒部の前部に着脱可能に設けられ、前記
鏡筒部の後端の半径方向外側で前記筐体の内部の箇所に、支持壁が後方に向けて突設され
、前記プリント配線基板は、前記支持壁に接着剤で取着されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
　そのため、本発明によれば、レンズを収容する鏡筒部を筐体に一体に設け、レンズカバ
ーを用いてレンズを鏡筒部に保持させるようにしたので、構成の簡素化および部品点数の
削減化を図れ、小型化、低コスト化を図る上で有利となる。
　また、撮像素子が搭載されたプリント配線基板を支持壁に接着剤で取着するようにした
ので、レンズに対する撮像素子の位置決めの自由度を大きく確保できる。
　また、防水性を確保するためには、レンズと鏡筒部との間に単一のシール材を配置すれ
ばよく、したがって、防水性を確保しつつ構成の簡素化や低コスト化を図る上で有利とな
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　次に本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
　図１は本実施の形態に係る撮像装置１０の全体構成を示す断面図、図２は撮像素子１６
およびプリント配線基板１８の組み付け前の撮像装置１０を示す断面図、図３は撮像素子
１６およびプリント配線基板１８の組み付け後の撮像装置１０を示す断面図である。
　図１に示す撮像装置１０は、例えば、自動車の車体の外部や車室内に取り付けられる自
動車搭載用カメラあるいは屋外の監視カメラとして用いられるものである。
　図１に示すように、撮像装置１０は、筐体１２、レンズ１４、撮像素子１６、プリント
配線基板１８などを含んで構成されている。
　なお、本明細書において撮影光学系の光軸方向で被写体側を前方といい、撮像素子側を
後方という。
　筐体１２は、撮像装置１０の外装を構成するものであって、前ケース２０と後ケース２
２とが着脱可能に結合されて構成され、前ケース２０と後ケース２２は共に合成樹脂製で
ある。
　前ケース２０にはレンズ１４が配設され、後ケース２２には撮像素子１６やプリント配
線基板１８が配設されている。
【０００７】
　レンズ１４は、被写体像を撮像素子１６に導くものであり、本実施の形態では光軸方向
に並べられた複数のレンズで構成されている。なお、図１乃至図３においては、図面の簡
素化を図るために、複数のレンズを１つのレンズとして描いており、最も前方に位置する
レンズは少なくともガラス製であり、残りのレンズはガラス製であってもよく合成樹脂製
であってもよい。また、レンズ１４が単一のレンズで構成されていてもよい。
　図２に示すように、レンズ１４は第１乃至第５外周面１４Ａ乃至１４Ｅを有し、それら
は前方から後方に向けて並んでいる。
　第１外周面１４Ａと第２外周面１４Ｂとの境の部分に、前方を向いた環状の端面１４０
２が形成されている。
　また、第２外周面１４Ｂと第３外周面１４Ｃとの境の部分に、後方を向いた環状の端面
１４０４が形成され、第３外周面１４Ｃと第４外周面１４Ｄとの境の部分に、後方を向い



(5) JP 2008-33010 A 2008.2.14

10

20

30

40

50

た環状の端面１４０６が形成され、第４外周面１４Ｄと第５外周面１４Ｅとの境の部分に
、後方を向いた環状の端面１４０８が形成され、第５外周面１４Ｅの後端には後方を向い
た環状の端面１４１０が接続されている。
【０００８】
　前ケース２０の前部に前ケース２０と一体に鏡筒部２４が設けられている。
　図２に示すように、鏡筒部２４は、第２乃至第５内周面２４Ｂ乃至２４Ｅを有し、それ
らは前方から後方に向けて並んでいる。
　第２内周面２４Ｂは第２外周面１４Ｂにがたつくことなく係合するように形成され、第
３内周面２４Ｃは第３外周面１４Ｃにがたつくことなく係合するように形成され、第４内
周面２４Ｄは第４外周面１４Ｄにがたつくことなく係合するように形成されている。
　また、第２内周面２４Ｂと第３内周面２４Ｃの境の部分に前方を向いた環状の端面２４
０２が形成され、第３内周面２４Ｃと第４内周面２４Ｄの境の部分に前方を向いた環状の
端面２４０４が形成され、第４内周面２４Ｄと第５内周面２４Ｅの境の部分に前方を向い
た環状の端面２４０６が形成され、第５内周面２４Ｅの後端には、前方を向いた環状の当
接面２４０８が形成され、この当接面２４０８の内側は開口２４１０となっている。
　さらに、第３内周面２４Ｃの前端と端面２４０２の内端とが交わる箇所には、Ｏリング
装着用の溝２４１２が形成されている。
　また、鏡筒部２４の前部の外周には雄ねじ２４１４が形成されている。
　また、前ケース２０と後ケース２２は、前ケース２０の後端端面と後ケース２２の前端
端面とが合わされて結合され、前ケース２０の後端端面には、後ケース２２の前端端面に
水密に結合するように、その全周にわたりシール材挿入溝２００２が形成されている。な
お、前ケース２０の後端端面と後ケース２２の前端端面との結合には、双方の外周面に複
数のボス部を突設しそれらボス部をねじで結合するなど従来公知の様々な結合構造が用い
られ、また、結合に際してはシール材挿入溝２００２にＯリングなどのシール材が挿入さ
れる。
【０００９】
　鏡筒部２４の前部には環状のレンズカバー２８が着脱可能に設けられる。
　レンズカバー２８は、筒部２８Ａと当接部２８Ｂを有し、合成樹脂製である。
　筒部２８Ａは鏡筒部２４の雄ねじ２４１４に螺合する雌ねじ２８０２を有している。
　当接部２８Ｂは筒部２８Ａの前端に形成され、鏡筒部２４に収容されたレンズ１４の前
方を向いた環状の端面１４０２に当接する環板状を呈している。
【００１０】
　鏡筒部２４の後端の半径方向外側で前ケース２０の内部の箇所に、支持壁２０１０が後
方に向けて突設されている。
　支持壁２０１０は、鏡筒部２４の後端を挟んだ２箇所にそれぞれ設けられている。
　支持壁２０１０の後端は、前ケース２０の後端よりも後方に突出している。
　支持壁２０１０の後端は、前記撮影光学系の光軸と直交する平面上を延在する後端面２
０１０Ａを有している。
【００１１】
　レンズ１４は、第２、第３、第４外周面１４Ｂ、１４Ｃ、１４Ｄのそれぞれを、鏡筒部
２４の第２、第３、第４内周面２４Ｂ、２４Ｃ、２４Ｄのそれぞれに係合することで光軸
と直交する方向の位置決めがなされて配設される。
　その際、Ｏリングからなるシール材２６が鏡筒部２４の溝２４１２に挿入され、シール
材２６はレンズ１４の端面１４０４と溝２４１２との間にレンズ１４の外周全周にわたっ
て延在した状態で装着される。
　そして、レンズカバー２８の雌ねじ２８０２を鏡筒部２４の雄ねじ２１１４に螺合する
ことにより、当接部２８Ｂがレンズ１４の端面１４０２を後方に押圧しシール材２６を圧
縮し、レンズ１４の端面１４１０を当接面２４０８に当て付けることでレンズ１４の光軸
方向の位置決めがなされ、したがって、レンズカバー２８の当接部２８Ｂと鏡筒部２４の
当接面２４０８との間でレンズ１４が挟まれて保持される。
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【００１２】
　図３に示すように、撮像素子１６は、ＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳイメージセンサ
など従来公知の固体撮像素子であって、レンズ１４によって導かれた被写体像が撮像面（
受光面）１６０６に結像されることで、その被写体像を撮像して撮像信号を出力するもの
である。
　詳細に説明すると、撮像素子１６は、矩形板状のパッケージ１６０２と、パッケージ１
６０２の厚さ方向の一方の面（前面）に開放状に形成された収容凹部１６０４と、収容凹
部１６０４の底面に取着され撮像面１６０６を有する撮像センサ部１６０８と、収容凹部
１６０４を覆いパッケージ１６０２の前面に接着され収容凹部１６０４を密閉する透明な
ガラス板（カバーガラス）１６１０とを含んで構成されている。
【００１３】
　プリント配線基板１８は、撮像素子１６が搭載されるものであり、撮像素子１６に電源
や駆動信号を供給すると共に、撮像素子１６からの撮像信号に対して所定の信号処理を行
うことで映像信号を生成する信号処理回路が設けられている。
　本実施の形態では、図１に示すように、プリント配線基板１８は、撮像素子１６のパッ
ケージ１６０２の厚さ方向の他方の面（後面）が載置され実装される第１基板１８Ａと、
前記信号処理回路が設けられ第１基板１８Ａの後方に配置された第２基板１８Ｂとで構成
され、第１、第２基板１８Ａ、１８Ｂは不図示の配線部材によって電気的に接続されてい
る。
　第２基板１８Ｂは後ケース２２の内部に取着されている。
　また、第２基板１８Ｂにはケーブル３０の一端が電気的に接続され、前記映像信号はケ
ーブル３０を介してケーブル３０の他端に接続された外部の映像表示装置（ディスプレイ
）に供給されるようになっている。
【００１４】
　第１基板１８Ａは前ケース２０の２つの支持壁２０１０の後端面２０１０Ａに接着剤３
２で取着され、この取着に際しては、次のような調整作業が行われる。
　図３に示すように、第１基板１８Ａおよび前ケース２０は不図示の調整治具によって支
持されており、調整治具は、第１基板１８Ａを、すなわち、撮像素子１６の撮像面１６０
６を、レンズ１４の光軸方向とおよび光軸と直交する方向とに移動可能に、かつ、光軸を
中心に回転可能に、かつ、光軸に対して傾動可能に保持している。
　まず、レンズ１４の前方に所定のテスト画像が形成されたチャートを配置し、レンズ１
４によってテスト画像を撮像素子１６の撮像面１６０６に結像させる。
　そして、撮像素子１６によって撮像された画像データからレンズ１４の光学特性を測定
する。光学特性としては、例えば、ＭＴＦ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　
Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を用いることができる。
　そして、レンズ１４による光学特性が良好となるように、言い換えると、レンズ１４に
よって導かれた被写体像が撮像素子１６の撮像面１６０６の中央に良好な状態で（被写体
像が撮像面１６０６の中央に結像され、結像された被写体像のピントが合い、結像された
被写体像に歪みがない状態で）結像されるように第１基板１８Ａを調整治具によって前記
各方向に変位あるいは傾動させる。
　前記光学特性が最良となったならば、第１基板１８Ａと、支持壁２０１０の後端面２０
１０Ａとの間に接着剤３２を塗布し、硬化させることで第１基板１８Ａを前ケース２０に
取り付けて固定する。このような接着剤３２として、従来公知の様々な接着剤が使用可能
である。本実施の形態では、紫外線硬化型接着剤を用い、第１基板１８Ａと、支持壁２０
１０の後端面２０１０Ａとの間に紫外線硬化型接着剤を塗布したのち紫外線を照射して硬
化させることで第１基板１８Ａを前ケース２０に取り付けて固定している。
【００１５】
　本実施の形態によれば、レンズ１４を収容する鏡筒部２４を前ケース２０に一体に設け
、レンズカバー２８を用いてレンズ１４を鏡筒部２４に保持させ、撮像素子１６が搭載さ
れた第１基板１８を支持壁２０１０の後端面２０１０Ａに接着剤３２で取着したので、構
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成の簡素化および部品点数の削減化を図れ、小型化、低コスト化を図る上で有利となる。
　また、防水性を確保するためには、レンズ１４と鏡筒部２４との間に単一のシール材２
６を配置すればよく、したがって、防水性を確保しつつ構成の簡素化や低コスト化を図る
上で有利となる。
　また、撮像素子１６が搭載された第１基板１８Ａを支持壁２０１０の後端面２０１０Ａ
に接着剤３２で取着するようにしたので、撮像素子１６の位置や姿勢を調整した後に第１
基板１８Ａを前ケース２０に取り付けることができる。したがって、鏡筒の雄ねじを筐体
の雌ねじに螺合することでレンズと撮像素子との距離調整を行う場合に比較して撮像素子
１６の調整の自由度を確保し、レンズ１４の光学特性を良好にし、撮像素子１６に結像さ
れる被写体像を良好なものとする上で有利となる。
　また、本実施の形態によれば、レンズ１４を構成する複数のうち最も前方に位置するレ
ンズを少なくともガラス製としたので、レンズ１４の前部にレンズ保護用のカバーなどを
設けることなく、レンズ１４の耐久性を確保することができ、構成の簡素化を図る上でよ
り有利となる。
【００１６】
　なお、実施の形態では、撮像装置１０が自動車搭載用カメラあるいは監視用カメラであ
る場合について説明したが、本発明は、例えば、ＰＤＡ、ノート型パーソナルコンピュー
タ、カメラ付携帯電話機などの携帯情報端末、あるいは、デジタルスチルカメラ、ビデオ
カメラなどの種々の撮像装置に広く適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施の形態に係る撮像装置１０の全体構成を示す断面図である。
【図２】撮像素子１６およびプリント配線基板１８の組み付け前の撮像装置１０を示す断
面図である。
【図３】撮像素子１６およびプリント配線基板１８の組み付け後の撮像装置１０を示す断
面図である。
【図４】従来の撮像装置１０´を示す断面図である。
【符号の説明】
【００１８】
　１０……撮像装置、１２……筐体、１４……レンズ、１４Ａ～１４Ｅ……第１～第５外
周面、１４０２、１４１０……端面、１６……撮像素子、１８……プリント配線基板、１
８Ａ……第１基板、２０……前カバー、２０１０……支持壁、２２……後カバー、２４…
…鏡筒部、２４Ｂ～２４Ｅ……第２～第５内周面、２４０８……当接面、２６……シール
材、２８……レンズカバー、３２……接着剤。
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